


Lesson1 テキスト

Lesson1 課題

Lesson1 添削事例集

Lesson2 添削事例集（※一部抜粋）



3



4



5



   

   

   

   

 

 

 

6



7



8



9



10



11



12



13



14



   
 

 

 

 
 
 

15



16



17



18



19



20



❶

個性派女優として活躍する筆者が、フィンランドを旅した経験を語るエッセイ。フィンランドを舞台とした映

画「かもめ食堂」の撮影中、各地を旅し出会った出来事をユーモア溢れる視点で描きます。

ちなみに、タイトルにある「マトカ」とは、フィンランド語で「旅」のこと。温かみがありつつ、どこかユー

モアを感じさせる文章は読みやすく、フィンランドを身近に感じることができます。

クスッと笑えるエッセイや旅行記を読みたい方、北欧好きの方におすすめの一冊です。

今週のおすすめ本

わたしのマトカ　著：片桐はいり　出版社：幻冬舎

❶

×
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高校受験を控えた中学生の子供の不登校に悩む親のなかには、「出席扱い制度」を利用し、出席日数を確保し

たいと考えている方も多いはず。

出席扱い制度を利用するには、文部科学省の定める「不登校」にあたるかどうかが重要なポイントです。まず

は、文部科学省による「不登校」の定義について確認してみましょう。

▽「不登校児童生徒」とは

“ 何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるいはしたくともできな

い状況にあるために年間 30日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由による者を除いたもの ”

引用：不登校の現状に関する認識ー不登校とは（文部科学省資料 PDF より）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/futoukou/03070701/002.pdf

( 文部科学省「不登校への対応について」ページに掲載

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/futoukou/main.htm）

ちなみに病気やケガ、障害を直接的な理由とした 30日以上の欠席の場合は、「病欠」扱いになり、「不登校に

該当しない」ものとして判断され、出席扱い制度の適用が認められないケースがあります。

不登校児童の数は増加傾向にあり、文部科学省は、様々な施策に取り組んでいますが、目立った効果を上げら

れていないのが現状です。出席扱い制度は、事情があり学校にいけない子が受験の際、不利にならないための

仕組みであり、問題の根本を解決する手段ではありません。

これから先、重要になってくるのは、不登校児童を増やさないための取り組みに加え、学校に戻りたいと思え

る仕組みを整えることでしょう。

子供が不登校になる理由は様々ですが、その問題を特定し、効果的なアプローチができれば、一定数は学校に

復学できるはずです。文部科学省はもちろんですが、学校や家庭が一丸となってこの問題に取り組み、右肩上

がりで増え続ける不登校児童の数に歯止めをかけなければいけません。

子供は今後の日本を支えていく宝です。その宝を守るための労力を惜しむべきではないでしょう。

〇
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私が理想とするのは、第一に読み手を意識して、簡潔で読みやすい

文章を書くウェブライターです。

読み手を意識しない文章は、独りよがりで読みにくくなります。

第二にテーマに沿った文章を書くことができるライターです。

テーマから外れたことを蛇足のように付け加えると、何が言いたい

のか読者に伝わらなくなってしまいます。

第三に正確な情報収集が出来て、かつそれを元にオリジナルの文章

を作成することが出来るライターです。

しかし一方、あまり『技術』にこだわり過ぎると形式的になり、文

章の魅力が損なわれることもあります。

魅力的な文章を書くのに必要なのは、何より『感受性』と『表現力』

だからです。

なので、最終的に理想的なライターとは、『感受性』と『表現力』

の上に『技術』も備わっているライターだと思います。

❶

❷

❸

タイトル：私が理想とするウェブライター❶

❶

❷

❸

❹

❺

❻

02

❼ ❽
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私が理想とするのは、テーマを理解し、高い情報収集能力と表現力、そして簡潔でわかり

やすい文章を書く力を兼ね備えたWeb ライターです。

Webライターは第一に、記事のテーマを正確に理解しなければいけません。なぜなら、テー

マから外れてしまうと、読者の期待と記事の間にギャップが生まれ、独りよがりの文章に

なってしまうからです。そして、様々なテーマで記事を書くため、情報収集も重要なポイ

ント。Web ライターには、高い情報収集能力と調べた情報をもとにオリジナルの文章を

作成できる表現力が必要です。

その上で、簡潔で読みやすい文章を書く力を身に付けることができれば、私が理想とする

Web ライターに近づけると考えています。

技術にこだわり過ぎると、形式的な文章になり、言葉が魅力を失ってしまうため、技術を

磨きつつ「人の心を惹け付ける」文章を書けるようになることも目標の一つです。

Rewrite

❶
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タイトル：読み手を惹きつける文章を書く

同じテーマで書かれた記事でも、書き手によって読み手が受ける印

象は異なる。両者の視点や意見の違いがあるのはもちろんのことだ

が、文体やことば選びが大きく関わっているように思う。それによっ

て、書き手と読み手の距離感や温度差が変わってくるからだ。新聞

記事のように、伝えるべき内容をわかりやすくまとめることも必要

だが、それだけでは無機質だ。かと言って、個人ブログのように書

きたいことを感じたままに書くのでは、読み手がなおざりになって

しまいそうである。

テーマに沿った情報を収集し、意見をわかりやすくまとめる。その

うえで、どのような文体とことばを選べばよいのかを常に検討する

必要がある。手間を惜しまず模索してこそ、読み手を惹きつける文

章に仕上がるのではないだろうか。

❶

 

 

 

❶

❷

❸

❹
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同じテーマで書かれた記事でも、書き手によって読み手が受ける印象は全く異なる。もち

ろん両者には視点の違い、意見の違いがあるわけだが、それ以上に文体やことば選びが大

きく関わっているように思う。つまり、その違いによって書き手と読み手の距離感や温度

差が変わってくるのだ。

新聞記事のように、伝えるべき内容をわかりやすくまとめることも必要だが、それだけで

は無機質な印象を与えてしまう。かと言って、個人ブログのように、自分が感じたままに

書くのでは、読み手がおざなりになってしまうだろう。

優れたライターになるためには、テーマに沿った情報を収集し、意見をわかりやすくまと

める力を身に付けることが最低条件。そのうえで、どのような文体とことばを選ぶとよいの

かを検討する必要がある。手間を惜しまず理想とするライター像を模索し続けるからこそ、

読み手を惹きつける文章を書けるようになるのではないだろうか。

Rewrite

❶

❷
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❶

❷

❸
❶

❹

❺

❷

❸

❹

❺

書名：『アメリカン・ブッダ』

著者名：柴田勝家

紹介文（400字程度）：

『アメリカン・ブッダ』は、2014 年に『ニルヤの島』でデビュー

した SF 作家である柴田勝家の著書。2020 年に発表され、第 52

回星雲賞日本短編部門を受賞した作品です。

舞台となる近未来のアメリカを大災害が襲います。大部分の国民

は仮想空間内に精神を移し替え、そこで社会生活を営む選択をし

ました。ある日、見捨てたはずの現実世界から、仏陀の教えを信

仰するインディアンの青年が語りかけます。「脅威は去った。貴

方たちは帰ってきても良いんだ」と──。
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本書で描かれる大きなテーマの 1つは、社会の分断です。大災

害が起こり、社会集団は利害の対立によって分断されます。仮想

空間内でも、青年の言葉によって世論が割れ、対立意見を排斥す

る動きが激化することに。大災害の発端が流行病の蔓延であるこ

とから、この分断はコロナ禍の世相を反映しているという解釈も

可能です。

この困難に対し、青年は何を語るのか。そして社会はどう克服す

るのか。コロナ禍を抜け出しつつある今、社会の向かう先を確か

めるために読んでおきたい作品です。

『アメリカン・ブッダ』は、2014 年に『ニルヤの島』でデビューした SF 作家・柴田勝家

の代表作。本作は 2020 年に発表され、第 52回星雲賞日本短編部門を受賞しています。

舞台は近未来のアメリカ。未曽有の大災害がアメリカを襲うなか、大部分の国民は仮想空

間内に精神を移し替え、そこで社会生活を営む選択をしました。そんなある日、見捨てた

はずの現実世界から、仏陀の教えを信仰するインディアンの青年が語りかけてきます。「脅

威は去った。貴方たちは帰ってきても良いんだ」と──。

本書で描かれる大きなテーマの 1つは、社会の分断です。大災害をきっかけに、社会集

団は利害が対立し分断が発生。仮想空間内でも、青年の言葉によって世論が割れ、対立意

見を排斥する動きが激化します。大災害の発端が流行病の蔓延であることを考えると、こ

の分断はコロナ禍の世相を反映しているという解釈も可能です。

この困難に対し、青年は何を語るのか？そして社会はどう課題を克服するのか？コロナ禍

を抜け出しつつある今、社会の向かう先を考察する意味でも読んでおきたい作品です。

Rewrite
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